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①古代から現代までの豊富な文化財

市指定華蔵寺お成りの間保存事業費補助金

市指定文化財建造物のお成りの間について、所
有者が行う周辺支障木の伐採工事に対して市で
補助をする。

市指定野原町八幡宮の七十五膳神事用木椀製作事業費補助金

市指定文化財となったことにより、保存のため
に松江歴史館に寄託された木椀の複製の製作に
対して市で補助をする。

記録選択無形民俗文化財青柴垣神事調査事業費

今後の継続が危ぶまれている「青柴垣神事」及び
「諸手船神事」について調査を行い、記録を取
る。

松江城下町遺跡（殿町）発掘調査事業

民間事業者から受託を受けて実施したマンショ
ン建設工事に伴う発掘調査の報告書作成を行う
もの。なお、文化財保護法第９３条及び第９９条
の規定に基づく、記録保存のための措置。

福富Ⅰ遺跡発掘調査事業

民間事業者からの受託を受け、福富Ⅰ遺跡（乃木
福富町）の発掘調査を行うもの。なお、文化財保
護法第93条および第99条の規定に基づく、記
録保存のための措置。

松本遺跡発掘調査事業

民間事業者からの受託を受け、松本遺跡（乃木福
富町）の発掘調査及び報告書作成業務を行うも
の。なお、文化財保護法第93条および第99条
の規定に基づく、記録保存のための措置。

史跡松江城整備基本計画策定事業

「史跡松江城保存活用計画」に基づき、史跡整備
の基本計画を策定する。

法吉二反田遺跡発掘調査事業

民間事業者からの受託を受け、法吉二反田遺跡
（法吉町）の発掘調査を行うもの。なお、文化財保
護法第93条および第99条の規定に基づく、記
録保存のための措置。

スポーツ・文化振興財団管理

公益財団法人松江市スポーツ・文化振興財団に
係る人件費等。

嫁ヶ島環境整備事業

嫁ヶ島をより魅力ある観光資源とするため、老
朽化した桟橋の改修を行う。

110

● ● ●109
ソ
フ
ト

政策部 ● ● ● ●

● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ●

ソ
フ
ト

108 文化スポーツ部 ★

● ● ●107 文化スポーツ部 ★

● ●

●
ソ
フ
ト

106 文化スポーツ部 ★

● ●105 文化スポーツ部 ★

ソ
フ
ト

● ●103 文化スポーツ部 ★

ソ
フ
ト

事業数９９事業（うち、令和６年度新規事業８事業）

101 文化スポーツ部 ★

●
ソ
フ
ト

● ●

●
ソ
フ
ト

令和３～６年度　実施事業一覧

事業数：２００事業（うち、令和６年度新規事業９事業）
※再掲事業を除く

No 担当部局

新
規
事
業

事業年度 六つの取組の視点

102 文化スポーツ部 ★

● ●

ソ
フ

ト
/
ハ
ー

ド

104 文化スポーツ部 ★

観光部 ● ● ● ●
ハ
ー
ド

資料⑤
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ド

城下町・水の都魅力発信事業

観光戦略プランを強力に推進するため、コンセ
プトである「Authentic Japan “MATSUE”
～城下町 水の都 暮らしに息づく伝統～」にある
「城下町」や「水の都」にスポットを当てた事業を
展開し、松江市の魅力を最大限に活用した観光
振興を図る。

嫁ヶ島活用事業

嫁ヶ島を活用したイベント開催を補助し観光資源
として活用・魅力向上を図るとともに、常設ライ
トアップの維持管理を行う。

松江水燈路事業

松江の光の景観形成の方針である「光のマス
タープラン」に基づき実施する「松江水燈路」を
開催することで、城下町松江の夜の賑わいを創
出し、滞在型観光客の増を図る。

城下町ＡＲ・ＶＲ体験環境整備事業

国宝松江城を中心とした文化財の魅力を海外・
国内観光客に紹介し体験滞在の満足度を向上さ
せるため、AR（拡張現実）・VR（仮想現実）技術を
活用したアプリケーションを提供する。

潜戸観光遊覧船更新事業

(一社)加賀潜戸遊覧船が所有する船２艘の老朽
化が進行し、新しいものでも30年が経過してい
る状況にある。 遊覧船更新により観覧受入環境
を整え、ジオパークの推進に繋げるもの。

潜戸観光遊覧船運営補助金

島根半島東部地域の景勝地である加賀潜戸を間
近で観覧できる遊覧船の運行管理体制を整える
ことで、観光事業の振興発展を図る。

松江の文化力次世代育成・継承事業

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

小泉八雲旧居管理運営

小泉八雲旧居（国指定史跡）の管理運営を指定管
理者に委託する。【指定管理者制度適用】

美保関観光ビュッフェ管理運営

美保関観光ビュッフェの維持管理を指定管理者
に委託する。【指定管理者制度適用】
重要文化財に指定（令和4年2月）されたことを
受け、保存活用計画を策定する。

武家屋敷保存活用事業

武家屋敷の管理に伴う修繕工事を行う。

小泉八雲記念館管理運営

小泉八雲記念館の管理運営を指定管理者に委託
する。【指定管理者制度適用】

佐陀神能用具等修理・新調事業

佐陀神能で使用している面、衣装、用具等の老朽
化が激しいことから、佐陀神能保存会が行う、文
化庁の補助金を活用した修理・新調事業の支援
をする。

● ● ● ● ●121 文化スポーツ部 ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ●

ソ
フ
ト

122 文化スポーツ部 ● ● ●

120 文化スポーツ部 ●

● ● ●

ソ
フ
ト

119 文化スポーツ部 ● ● ●

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

118 文化スポーツ部 ● ● ● ●

● ● ●117 文化スポーツ部 ● ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

116 観光部 ● ● ● ●

●
ハ
ー
ド

● ● ● ●115 観光部

111 観光部

ソ
フ
ト

113 観光部 ● ●

● ● ●114 観光部 ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

112 観光部 ● ● ●

●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●
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文化力を生かしたまちづくり推進事業

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

小泉八雲旧居保存活用事業

旧居公開に向けた検討及び、保存活用計画策定
準備を行う。
事務・事業委託（樹木管理）

ＳＮＳ等による情報発信推進事業

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

佐陀神能ユネスコ１０周年記念事業

佐陀神能ユネスコ無形文化遺産登録記念事業実
行委員会が主催する佐陀神能ユネスコ10周年記
念公演「神座（かむくら）」の開催を支援する。（コ
ロナ禍によりR3年度から1年延期）

佐陀神能舞殿修理事業

佐陀神能の主な舞台となる「佐太神社・舞殿」に
ついて、貴重な木材、意匠を生かしつつ、経年劣
化部分について佐陀新能保存会が実施をする修
理工事に補助を行う。

ジオパーク推進事業

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

重文木造薬師如来坐像外４躯収蔵施設（佛谷寺）修理事業補助金

所有者が実施する国指定重要文化財木造仏像を
収蔵する施設の修理に対して国・県とともに市と
して補助金を交付する。

県指定雁皮紙用具修理事業補助金

保持者が実施する簀をはじめとした紙漉き用具
の修理に対する県補助事業の随伴補助。

史跡松江城史跡等取得事業

城山地内の民有地の買上げに要する経費。

重文木幡家住宅保存修理（第２期）事業補助金

所有者が実施する重文木幡家住宅主屋ほか9棟
の保存修理に対する国補助事業の随伴補助。

重文木幡家住宅防災施設整備事業補助金

R4：所有者が実施する重文木幡家住宅新蔵ほか
2棟の自動火災報知設備整備に対する国補助事
業の随伴補助。
R5：木幡家住宅全体の総合的な防災設備に係る
文化庁現地指導旅費に対する市補助

わがまち自慢発掘プロジェクト事業

公民館区毎に作成した地域の“お宝”を記載した
「まち歩きマップ」を、地域活動に活用できるよ
うに、残数が少ない地区のマップを更新・増刷す
る。また、マップを活用したまち歩きを開催す
る。

126

127

125 文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ●128 文化スポーツ部 ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ハ
ー
ド

● ● ●

123 文化スポーツ部 ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

● ● ●

●
ソ
フ
ト

131 文化スポーツ部 ●

● ● ● ● ●134 文化スポーツ部 ● ● ● ●
ソ
フ
ト

133 文化スポーツ部 ●

● ●130 文化スポーツ部 ● ●

132 文化スポーツ部 ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ●

124 文化スポーツ部

129 文化スポーツ部

●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 － ● ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト
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国有文化財管理

国有文化財（名勝天然記念物）の毀損・滅失及び
不法占拠を防止するため、国庫補助事業を活用
して見廻り監視を行う。

史跡及び名勝菅田庵維持管理

史跡及び名勝菅田庵の維持管理を行う。維持管
理に要した実費の一部は所有者が負担し、また
県から指定面積に応じて定額の補助金が支給さ
れる。なお、既指定地については、従来どおり所
有者が維持管理を行う。

史跡松江藩主松平家墓所整備事業補助金

史跡松江藩主松平家墓所について、文化財の本
質的価値を将来にわたって望ましい形で保存
し、公開活用する目的で、所有者が実施する保存
修理事業に対して、国・県とともに市として補助
を行う。

史跡等維持管理

松江市が所有する史跡や重要遺跡の維持管理を
行う。

指定文化財維持管理補助金

指定文化財の管理については、所有者等に様々
な法的規制を課して適正な管理をすることとし
ており、これを円滑に実施するために、所有者等
が行う管理上の経費について助成し、文化財の
適正な管理を行う。

鹿島歴史民俗資料館管理運営

鹿島歴史民俗資料館の管理・運営及び発掘調査
に伴う出土品の特別展示や佐太神社を中心とし
た由緒ある文化財のほか、佐陀神能に関する資
料、増田渉と魯迅関連資料等の保存・伝承や有効
活用を図る。

出雲玉作資料館管理運営

全国唯一の玉作り資料館として、「古代の玉作
り」を柱に、「近代めのう細工」、「布志名焼の歴
史」等の常設展示を行うとともに、企画展等を開
催する。

松江市歴史文化まちづくり計画推進

松江市歴史的風致維持向上計画（歴史まちづく
り計画）［計画期間：令和2年度～令和11年度］の
進捗管理を行う。

全国街道交流会議

地域独自の自然、歴史、文化を生かしたまちづく
り、みちづくりを議論し、街道を共通軸とした連
携・交流を行うNPO全国街道交流会議へ所属し
年会費を負担する。

伝統的建造物群保存地区検討事業

美保関町美保関の美保神社周辺に残る歴史的な
まちなみの保存・活用を通して、生活環境や景観
の向上を図り、生活や生業、伝統行事等を後世へ
継承する。

文化財収蔵施設維持管理

文化財収蔵施設として活用する宍道蒐古館及び
島根歴史民俗資料館及び八雲郷土文化保存伝習
施設の維持管理を行う。

● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●
ソ
フ
ト

142 文化スポーツ部 ● ● ●

●

141 文化スポーツ部 ● ● ● ●

137 文化スポーツ部 ● ● ● ●

● ● ● ●
ソ
フ
ト

●

138 文化スポーツ部

ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●● ● ● ●135 文化スポーツ部

145 文化スポーツ部

143

● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

文化スポーツ部 ●● ● ●

139 文化スポーツ部 ● ● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

144 文化スポーツ部 ●●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

140 文化スポーツ部 ● ● ●

●

● ● ●136 文化スポーツ部 ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ●● ●

● ● ●
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歴史的建造物保全継承事業

歴史的なまちなみを形成している古い建造物
（歴史的建造物）の滅失を防ぐために、所有者と
の協働により保全継承し活用することで、歴史
的資源を生かしたまちづくりを進める。

県指定真名井神社本殿保存修理事業費補助金

県指定真名井神社本殿の高欄が毀損しており、
所有者によって保存修理が実施される。保存修
理に対して県とともに市として補助金を交付す
る。

県指定真名井神社本殿防災施設整備事業費補助金

県指定真名井神社本殿の防災施設が不十分であ
るため、所有者によって実施される防災施設整
備事業に対して県とともに市として補助金を交
付するもの。

重文木造薬師如来坐像収蔵施設（華蔵寺）修理事業費補助金

所有者が実施する国指定重要文化財木造仏像を
収蔵する施設の修理に対して国・県とともに市と
して補助金を交付する。

史跡小泉八雲旧居整備事業

老朽化の進行により倒壊の恐れのある土塀につ
いて、文化財の本質的価値を守るとともに、史跡
見学者の安全確保のため2ヵ年の計画で復旧工
事を行う。

重文佐太神社防災施設整備事業費補助金

所有者が行う防火に係る専用の防災施設整備事
業に対して、国・県とともに市として補助を行
う。

重文木幡家住宅保存修理（第１期）事業費補助金

所有者が実施する重文木幡家住宅新蔵ほか3棟
の保存修理に対する国補助事業の随伴補助。

重文木幡家住宅防災施設整備事業費補助金

所有者が実施する重文木幡家住宅新蔵ほか 2棟
の自動火災報知設備整備に対する国補助事業の
随伴補助。

国宝神魂神社本殿防災施設整備事業費補助金

所有者が実施する国宝神魂神社本殿の自動火災
報知設備、防犯設備、避雷設備整備に対する国補
助事業の随伴補助。

市指定田原神社随神門保存修理事業費補助金

所有者が実施する保存修理事業に対して、補助
金を行う。

史跡松江城史跡等取得事業

城山地内の民有の土地の内、合意に至る条件の
整った土地2箇所（地権者2名）の公有地化を実
施する。
・国庫補助事業による土地買い上げ１件
・市単独事業土地測量１件

ＡＲ・ＶＲ推進事業

田和山史跡公園において、ARコンテンツ（田和
山山頂から見た古景観の復元）の実装及び田和
山遺跡のVRデータ作成を行う。

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

●

● ● ● ●

●

●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

●

文化スポーツ部 ● ●

● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部

146

文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ハ
ー
ド

文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ●

● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ● ● ●
ハ
ー
ド

文化スポーツ部 ● ●

ソ
フ
ト

ハ
ー
ド

文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

文化スポーツ部 ● ●
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鏡田遺跡発掘調査事業（受託事業）

民間事業者からの受託を受け、鏡田遺跡（大庭
町）の発掘調査を行うもの。なお、文化財保護法
第93条および第99条の規定に基づく、記録保
存のための措置。

宮田古墳群発掘調査事業（受託事業）

民間事業者からの受託を受け、宮田古墳群（西川
津町）の発掘調査を行うもの。なお、文化財保護
法第93条および第99条の規定に基づく、記録
保存のための措置。

史跡田和山・神後田遺跡史跡等取得事業

史跡田和山・神後田（じごで）遺跡の史跡指定地
の公有地化を実施する。

埋蔵文化財本調査事務

公益財団法人松江市スポーツ・文化振興財団に
委託していた発掘調査(本調査)について、松江
市直営で実施する体制を整備するもの。

史跡出雲国分寺跡整備事業（単独事業）

八雲立つ風土記の丘を松江市の南の歴史・文化・
観光の拠点とするため、史跡出雲国分寺跡の整
備を行う。

史跡田和山遺跡公園管理運営

史跡田和山遺跡公園の維持管理を行うととも
に、史跡公園の活用を図る。

重要遺跡活用促進事業

令和3年に出雲国分寺跡が国史跡指定100周
年、田和山遺跡が国史跡指定20周年を迎え、令
和4年に出雲玉作跡国史跡指定100周年を迎え
る。いずれも史跡として節目の年を迎えるにあ
たり、「松江の文化財百年の歴史とこれから」を
テーマとした連続講座事業を開催する。

石垣修理事業

崩落の危険性が高い石垣の修理を年次的に行
い、石垣の保全を図る。

田和山史跡公園再整備事業

国史跡指定20周年を迎えた田和山遺跡につい
て、追加指定となった神後田遺跡をはじめとす
る周辺の松江市南郊の遺跡群との関連性などの
新たな知見を基に分かりやすく紹介するととも
に来訪者が安全に見学できるよう史跡公園の再
整備を実施するもの。復元掘立柱建物の改修や
手摺、木橋などの公園施設の改修を行う。

埋蔵文化財遺物整理事業

発掘調査により出土した遺物の整理・保管を行
う。

埋蔵文化財分布試掘調査事業

遺跡の有無や範囲を確認するための試掘調査を
行うとともに、重要遺跡の内容確認を行う。また
埋蔵文化財の調査で出土した脆弱遺物について
保護、活用のため保存処理を行う。

新庄圃場整備関係発掘調査事業費（受託事業）

受託事業として発掘調査報告書作成を実施す
る。

169

167 文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ●
ハ
ー
ド

166 文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ● ●
ハ
ー
ド

ハ
ー
ド

● ● ● ●

ソ
フ
ト

●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

● ● ●

ソ
フ
ト

168 文化スポーツ部 ● ● ●

165 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ●164 文化スポーツ部 ● ●

163 文化スポーツ部 ● ●

● ●

ソ
フ
ト

162 文化スポーツ部 ● ● ●

●

161 文化スポーツ部 ●

160 文化スポーツ部 ●

ソ
フ
ト

ハ
ー
ド

● ●

● ●

● ●159 文化スポーツ部

●

●

158 ● ● ●

●

ソ
フ
ト

文化スポーツ部
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

ハ
ー
ド
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鈴垂城跡発掘調査事業費（受託事業）

受託事業として発掘調査を実施する。

廻田古墳群発掘調査事業

文化財保護法第93条および第99条の規定に基
づき、記録保存のため、廻田古墳群の埋蔵文化
財発掘調査を実施する。

重要遺跡活用促進事業

令和3年に出雲国分寺跡が国史跡指定100周
年、田和山遺跡が国史跡指定20周年を迎え、令
和4年に出雲玉作跡国史跡指定100周年を迎え
る。いずれも史跡として節目の年を迎えるにあ
たり、「松江の文化財百年の歴史とこれから」を
テーマとした連続講座事業を開催する。

松江市文化財保存活用地域計画推進事業

「松江市文化財保存活用地域計画」の推進を図
る。松江市文化財保存活用地域計画協議会の開
催、「松江のヒストリー集」のWEB公開などを行
う。

国宝松江城天守防災施設等整備事業

松江城天守の防火設備は、平成2年度までに整
備・改修したもので老朽化が進んでいることか
ら、全面的な更新を行う。

地域の文化財調査・発信事業

「松江市文化財保存活用地域計画」に基づき、公
民館単位での文化財調査を公民館、地域住民と
共に行い、その成果を刊行物などを通じて発信
する。

文化財情報デジタル化推進事業

「松江市文化財保存活用地域計画」に基づき、文
化財情報のデジタル化を推進し、市民をはじめ
とするより多くの人に松江の文化財の魅力を伝
えると共に、文化財行政におけるデジタル人財
の育成も図る。具体的には、連携協定を結ぶ同志
社大学文化遺産情報科学調査研究センターとの
共同研究により松江城天守VRソフトの作成等を
行う。

国宝松江城調査研究事業

調査研究を通じて、松江城の学術的価値を高め
るとともに、その成果を各種出版物の刊行など
を通じて積極的に情報発信を行う。
松本市、犬山市と共に、近世城郭天守群の世界文
化遺産登録を目指して共同研究を進める。

松江城・城山公園整備

城山公園の便益施設の更新や、公園の環境整備
を行い、文化財・都市公園としての魅力向上を図
る。

文化財関係書籍製作

松江の歴史・文化についてわかりやすく紹介す
る「松江市ふるさと文庫」の制作を行う。

松江城・城山公園管理運営

国宝松江城天守を含む城山公園の維持管理・運
営、活用を行う。【指定管理者制度適用】

170

171

174

173

172

176

179 ● ● ●

●

● ● ● ● ●

● ●180 文化スポーツ部 ● ● ●

文化スポーツ部 ●

● ● ●文化スポーツ部

● ●

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

●

●

ハ
ー
ド

●●

● ●178 文化スポーツ部 ● ●

177 文化スポーツ部 ● ●

● ● ●175 文化スポーツ部

● ● ● ● ● ●文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

●

● ●

●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部

●
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興雲閣管理運営

県指定文化財である興雲閣の維持管理・運営、活
用を行う。【指定管理制度適用】

松江城伐採木有効活用事業費

令和4年度に天守への延焼防止を目的に伐採し
た木の有効活用を図る。

松江市文化財保存活用地域計画策定事業

文化財行政の総合計画である松江市文化財保存
活用地域計画（文化庁長官認定の法定計画）の策
定を行う。（計画に定める将来像：“誰もが松江の
歴史文化を誇りに思い、こころ豊かになれるま
ち”）

国宝松江城天守防災施設等整備事業（発掘調査）

令和5年度より国宝松江城天守の防災施設等整
備工事を実施するため、事前に発掘調査を行う。

千鳥橋改架事業

老朽化した千鳥橋の整備を通じ、橋を往来する
市民や来訪者の安全性の確保や利便性、快適性
の向上を図るとともに、近世城下町の風情を感
じられる環境を整え、松江堀川の景観・空間をさ
らに良好なものへ高めていく。

歴史資料保存活用事業

市内に残る古文書等の歴史史料の所在や内容を
調査し、その実態把握と保存の措置を取る。調査
の成果は、各種刊行物の発刊、松江歴史館での
展示等に反映させる。

松平治郷（不昧公）調査研究事業

松江藩の藩政改革と、新しい松平治郷（不昧公）
像について、史実に基づき検証するため、治郷や
松江藩の藩政改革に関する史料調査・研究を進
め、その成果を「書簡集」・「史料集」としてまと
め、今後の研究基盤を整える。

松江歴史館管理運営

松江の歴史及び文化に関する資料の収集、保存、
調査研究、展示とともに学習活動の場を提供す
る松江歴史館の管理運営を行う。

松江歴史館資料取得事業

松江の歴史や文化に関わる財産を後世に引き継
ぐため、貴重な資料は購入などによって取得す
るとともに、収蔵環境を良好に保ち、資料を適切
に保管し活用する。

松江歴史館調査・研究事業

魅力ある展覧会とするため、翌年度以降に開催
する展覧会の調査研究を行い、その成果を研究
紀要や講演会で広く伝える。

松江歴史館展示企画事業

松江の歴史や文化を市民や観光客に知っていた
だくため、松江に深く関わりのあるテーマを題材
とした展覧会を開催する。

181

191

183

184

185

186

187

182 文化スポーツ部

●
ハ
ー
ド

● ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

●

●190 文化スポーツ部 ● ● ●

● ●文化スポーツ部 ● ●

189 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●188 文化スポーツ部 ● ● ●

●

文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ●

文化スポーツ部 ●

● ●

文化スポーツ部 ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ●
ハ
ー
ド

文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ● ● ●
ソ
フ
ト
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松江ホーランエンヤ伝承館管理運営

水都松江市が誇るホーランエンヤを保存伝承し、
その素晴らしさを広く伝える松江ホーランエン
ヤ伝承館の管理運営を行う。

北惣門橋改修事業

老朽化した北惣門橋の架け替えを機に車両の通
行を制限し、歩行者の安全を図るとともに歴史
的な景観の保全に努めていくことで市民がゆと
りを感じられる空間を創出する。

ふるさと教育推進事業

地域住民の学校教育への参画や、自主的な学習
活動、社会参加活動促進等、学校と家庭、地域が
一体となった体系的な教育活動を推進すること
を目的とし、学社連携・融合による「ふるさと教
育」を市内各小中学校で実施する。

「ふるさと松江」学習推進事業

小学校3・4年生の社会科で行うことになってい
る地域学習において活用する副読本「わたした
ちの松江」のデータ化を行い、児童がタブレット
を活用して見ることができるようにする。そこに
リンク先を添付することで学びを広げたり、音や
映像で学びを深めたりする。

総合的・体験的な学習充実事業

「ふるさと松江」の生活・産業、自然環境や歴史文
化について、体験を通して総合的に学ぶ学習を
充実することで、「ふるさと松江」に誇りと愛着
をもつ人材を育成する。そのために、各小・中・義
務教育学校で校区や地域の特色を活かした総合
的・体験的な学習を実施する。

歴史が結ぶサマースクール事業

市内の小学校と義務教育学校の6年生（希望者）
を対象に、「堀尾吉晴公」生誕の地である愛知県
大口町（姉妹都市）を訪問し、ゆかりの地等をめ
ぐりながらふるさと松江との歴史的なつながり
を体感する体験的な学習プログラムを実施す
る。

「夢☆未来」ふるさと・キャリア教育推進事業

学校・家庭・地域が連携したキャリア教育の推進
を図るほか、「松江城授業プロジェクト」と称し、
ふるさと教育の充実を図るため、市内すべての
小学校と義務教育学校の6年生が「松江城」「松
江歴史館」に実際に行って本物を体験する。

美保関歴史生活体験資料館運営事業

美保関歴史生活体験資料館の管理運営を行う。

198

194

196

193

ソ
フ
ト

199 教育委員会 ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●

● ● ●教育委員会 ● ●

●

●

192 文化スポーツ部

ソ
フ
ト

197 教育委員会 ● ● ● ●

● ● ● ●

都市整備部 ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●教育委員会 ● ●

● ● ● ●教育委員会 ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●195 教育委員会 ● ●

●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ハ
ー
ド
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②地域に根づく伝統文化

中海振興事業

中海や中海周辺における文化振興、水産振興、農
業振興などに取り組むため策定した「松江市中
海振興ビジョン」を推進し、中海周辺の地域振興
に取り組む。

地域花火実証事業

地域花火の開催を支援することで、地域の賑わ
い創出や地域コミュニティ活性化にもたらす効
果等を検証し、今後の地域花火のあり方につい
て検討する。

ＳＮＳ等による情報発信推進事業【再掲】

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

松江の文化力次世代育成・継承事業【再掲】

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

郷土芸能継承発展事業

地域伝統芸能祭の開催や保存団体などの支援を
通して、伝統芸能文化の継承の機運を高める。

佐陀神能用具等修理・新調事業【再掲】

佐陀神能で使用している面、衣装、用具等の老朽
化が激しいことから、佐陀神能保存会が行う、文
化庁の補助金を活用した修理・新調事業の支援
をする。

文化力を生かしたまちづくり推進事業【再掲】

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

郷土行事等振興事業

松江祭鼕行列及び菊花展を開催する。

全国椿サミット開催事業

椿の魅力を再確認して椿による地域振興のため
に、令和6年3月に第34回全国椿サミット松江大
会を開催する。

202

209

事業数２１事業（うち、令和６年度新規事業なし）

207 文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ●

205 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

208 文化スポーツ部 ● ●

● ●206 文化スポーツ部 ● ● ●

● ● ● ●204 文化スポーツ部

●203 文化スポーツ部 ●

● ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

201 政策部 ● ● ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

観光部 ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●

文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ●
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佐陀神能ユネスコ１０周年記念事業【再掲】

佐陀神能ユネスコ無形文化遺産登録記念事業実
行委員会が主催する佐陀神能ユネスコ10周年記
念公演「神座（かむくら）」の開催を支援する。（コ
ロナ禍によりR3年度から1年延期）

佐陀神能舞殿修理事業【再掲】

佐陀神能の主な舞台となる「佐太神社・舞殿」に
ついて、貴重な木材、意匠を生かしつつ、経年劣
化部分について佐陀新能保存会が実施をする修
理工事に補助を行う。

ジオパーク推進事業【再掲】

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

わがまち自慢発掘プロジェクト事業【再掲】

公民館区毎に作成した地域の“お宝”を記載した
「まち歩きマップ」を、地域活動に活用できるよ
うに、残数が少ない地区のマップを更新・増刷す
る。また、マップを活用したまち歩きを開催す
る。

松江ホーランエンヤ伝承館管理運営【再掲】

水都松江市が誇るホーランエンヤを保存伝承し、
その素晴らしさを広く伝える松江ホーランエン
ヤ伝承館の管理運営を行う。

郷土行事等振興補助金

地域の活性化と地域住民の親睦と郷土愛を育
み、豊かなまちづくりに資するため各種イベント
を計画実施する実行委員会に対し、助成を行う。
・恵曇伝統行事　・御津みなと祭り

郷土民謡振興補助金

正調「関乃五本松節」を保存するとともに普及・
振興に努め、文化の発展に寄与することを目的
として活動を行っている関乃五本松節保存会に
補助金を交付する。

地域伝統文化継承推進

学校教育において、卒業する児童・生徒に地域に
伝わる古き良き伝統や文化に触れる機会を提供
することにより、伝統や文化への関心を深める
とともに、それらを大切にしようとする心を育
み、かつ地域伝統の継承を図ることを目的とし
て、卒業するもの自らが、地域に伝わる紙すきを
行い、卒業証書を作成する。

210

211

213

212

●

●
ソ
フ
ト

● ● ●

●
ソ
フ
ト

217 市民部 ● ●

● ● ● ●216 市民部 ● ●

215

214 文化スポーツ部 ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

● ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ● ●

●

文化スポーツ部 ●

●文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部

市民部 ●

●

● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 － ● ● ●
ソ
フ
ト

● ●
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宍道地域郷土行事等振興補助金

松江観光協会宍道町支部（主に実行委員会方式）
が実施または支援する『宍道夏祭り協賛事業』、
『宍道そば祭り』、『きまち川まつり』等に対する
事業に補助金を交付する。

ふるさと教育推進事業【再掲】

地域住民の学校教育への参画や、自主的な学習
活動、社会参加活動促進等、学校と家庭、地域が
一体となった体系的な教育活動を推進すること
を目的とし、学社連携・融合による「ふるさと教
育」を市内各小中学校で実施する。

「ふるさと松江」学習推進事業【再掲】

小学校3・4年生の社会科で行うことになってい
る地域学習において活用する副読本「わたした
ちの松江」のデータ化を行い、児童がタブレット
を活用して見ることができるようにする。そこに
リンク先を添付することで学びを広げたり、音や
映像で学びを深めたりする。

総合的・体験的な学習充実事業【再掲】

「ふるさと松江」の生活・産業、自然環境や歴史文
化について、体験を通して総合的に学ぶ学習を
充実することで、「ふるさと松江」に誇りと愛着
をもつ人材を育成する。そのために、各小・中・義
務教育学校で校区や地域の特色を活かした総合
的・体験的な学習を実施する。

218

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

市民部 ● ● ●

●

● ● ● ●220 教育委員会 ● ●

● ● ●219 教育委員会 ● ●

221 教育委員会 ● ●

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
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③市民生活に根づく茶の湯文化

職業体験イベント開催支援事業

子どもを対象に、和菓子職人によるデモンスト
レーションや八雲塗りの絵付け体験などを行う
職業体験イベントの開催を支援する。

松江そば文化ブランド化推進事業

「松江の出雲そば」の歴史や文化を広くPRする
ことで認知度向上を図り、ブランド化を進めるこ
とで、観光誘客や地元産そばの生産拡大を目指
す。

職人商店街創出事業

中心市街地に、松江が誇る漆器、陶器、民芸紙、
めのう細工などの伝統工芸店や、和菓子づくり、
茶の湯、そば打ちなどが体験できる飲食店が軒
を連ね、優れた職人の技とまちの活気が感じら
れる賑わいの拠点の創出を目指す。

松江工芸品の魅力発信と担い手育成事業

手仕事の価値に光を当て、国内外に発信するこ
とで、若い世代の希望を生み出す個性豊かで地
域の特色を生かした産業と雇用の創出を図る。

地域ブランドＰＲ・販路拡大対策事業

首都圏において松江市の特産品の販売や工芸品
の展示等を通して、広く「松江市」をＰＲするとと
もに、観光誘客や産品の販路開拓・消費拡大に繋
げていく。

地域ブランド産地育成事業

松江産農産物のブランド化や高付加価値化を支
援し、安定的な農業経営を実現する。

松江市伝統産業支援事業

市内事業所に従事する優秀な技能者を表彰す
る。

ＳＮＳ等による情報発信推進事業【再掲】

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

松江の文化力次世代育成・継承事業【再掲】

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

文化力を生かしたまちづくり推進事業【再掲】

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

明々庵及び赤山茶道会館管理運営

松江市茶道文化施設（明々庵（県指定文化財）・赤
山茶道会館）の管理運営を指定管理者に委託す
る。

309

事業数２６事業（うち、令和６年度新規事業なし）

ソ
フ
ト

● ●

● ● ●

● ● ●310 文化スポーツ部

文化スポーツ部 ●

● ● ● ● ●311 文化スポーツ部 ● ● ●

●

● ● ●

●

ソ
フ
ト

● ●

● ● ●

●

● ● ● ●

●308 文化スポーツ部

ソ
フ
ト

● ● ●

ソ
フ
ト

307 産業経済部

ソ
フ
ト

306 産業経済部 ● ●

● ● ●305 産業経済部 ● ● ●

●
ソ
フ
ト

●

304 産業経済部 ● ●

● ● ●

ソ
フ
ト

303 産業経済部 ● ● ●

● ● ● ●

ソ
フ
ト

●

302 産業経済部 ● ● ●

● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

301 産業経済部
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茶の湯文化振興

茶の湯の日イベント、茶道未経験者や子どもを対
象に茶道を体験する「松江藩ちゃのゆの学校」、
食文化シンポジウムなどを開催する。

全国椿サミット開催事業【再掲】

椿の魅力を再確認して椿による地域振興のため
に、令和6年3月に第34回全国椿サミット松江大
会を開催する。

ジオパーク推進事業【再掲】

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

わがまち自慢発掘プロジェクト事業【再掲】

公民館区毎に作成した地域の“お宝”を記載した
「まち歩きマップ」を、地域活動に活用できるよ
うに、残数が少ない地区のマップを更新・増刷す
る。また、マップを活用したまち歩きを開催す
る。

史跡及び名勝菅田庵維持管理【再掲】

史跡及び名勝菅田庵の維持管理を行う。維持管
理に要した実費の一部は所有者が負担し、また
県から指定面積に応じて定額の補助金が支給さ
れる。なお、既指定地については、従来どおり所
有者が維持管理を行う。

松平治郷（不昧公）調査研究事業【再掲】

松江藩の藩政改革と、新しい松平治郷（不昧公）
像について、史実に基づき検証するため、治郷や
松江藩の藩政改革に関する史料調査・研究を進
め、その成果を「書簡集」・「史料集」としてまと
め、今後の研究基盤を整える。

松江歴史館管理運営【再掲】

松江の歴史及び文化に関する資料の収集、保存、
調査研究、展示とともに学習活動の場を提供す
る松江歴史館の管理運営を行う。

松江歴史館資料取得事業【再掲】

松江の歴史や文化に関わる財産を後世に引き継
ぐため、貴重な資料は購入などによって取得す
るとともに、収蔵環境を良好に保ち、資料を適切
に保管し活用する。

松江歴史館展示企画事業【再掲】

松江の歴史や文化を市民や観光客に知っていた
だくため、松江に深く関わりのあるテーマを題材
とした展覧会を開催する。

伝統工芸品育成事業

松江市の伝統的工芸の振興に関する事業（八雲
町伝統の和紙製造技術の伝承、普及）を支援し、
伝統的工芸の普及と育成を図る。

313

317

●

● ● ● ● ●

文化スポーツ部

●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

● ●

● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ●

ソ
フ
ト

321 市民部 ● ●

● ● ● ●320 文化スポーツ部 ●

ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●315 文化スポーツ部 ● ● ●

● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

● ●

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

319 文化スポーツ部 ●

318 文化スポーツ部 ● ● ●

●

316

314 文化スポーツ部 ● ● ●

312

●

● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ● ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部
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宍道地域伝統工芸品育成事業

宍道地域で主に生産される、国の指定する伝統
的工芸品「来待石灯ろう」産業の振興のため、来
待石灯ろう協同組合が行う新製品開発、展示会
参加費、後継者育成等に補助を行い地域の伝統
産業の発展を図る。

ふるさと教育推進事業【再掲】

地域住民の学校教育への参画や、自主的な学習
活動、社会参加活動促進等、学校と家庭、地域が
一体となった体系的な教育活動を推進すること
を目的とし、学社連携・融合による「ふるさと教
育」を市内各小中学校で実施する。

「ふるさと松江」学習推進事業【再掲】

小学校3・4年生の社会科で行うことになってい
る地域学習において活用する副読本「わたした
ちの松江」のデータ化を行い、児童がタブレット
を活用して見ることができるようにする。そこに
リンク先を添付することで学びを広げたり、音や
映像で学びを深めたりする。

総合的・体験的な学習充実事業【再掲】

「ふるさと松江」の生活・産業、自然環境や歴史文
化について、体験を通して総合的に学ぶ学習を
充実することで、「ふるさと松江」に誇りと愛着
をもつ人材を育成する。そのために、各小・中・義
務教育学校で校区や地域の特色を活かした総合
的・体験的な学習を実施する。

出雲かんべの里運営事業

出雲かんべの里の管理運営を行う。

324

● ●322 市民部 ●

●教育委員会

ソ
フ
ト

教育委員会 ● ●

● ●

● ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ● ●

●326 教育委員会 ● ●

● ● ●325 教育委員会 ●

323 ●

●

● ● ●

● ●

● ●

ソ
フ
ト

●

ソ
フ
ト
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④小泉八雲が五感で感じた松江の生活文化

小泉八雲没後１２０周年記念事業

市民・団体などの自主企画による、小泉八雲の作
品などを題材にしたイベントなどの開催を支援
する。
【新たなイベント】
演劇やアートイベントなどの小泉八雲の顕彰に資
する、八雲の作品等を題材にしたイベントの開催
を支援する。
【定着イベント】
「小泉八雲朗読のしらべ」や「小泉八雲をよむ」な
どのイベントを小泉八雲没後と怪談出版の「120
年記念」として開催する。

「怪談のふるさと松江」事業

「松江怪喜宴」（①松江怪談談義と②酒林堂八雲）
の開催について、補助金を交付する。

潜戸観光遊覧船更新事業【再掲】

(一社)加賀潜戸遊覧船が所有する船２艘の老朽
化が進行し、新しいものでも30年が経過してい
る状況にある。 遊覧船更新により観覧受入環境
を整え、ジオパークの推進に繋げるもの。

潜戸観光遊覧船運営費補助金【再掲】

島根半島東部地域の景勝地である加賀潜戸を間
近で観覧できる遊覧船の運行管理体制を整える
ことで、観光事業の振興発展を図る。

アイルランド交流事業

アイリッシュフェスティバル in Matsue実行委
員会への補助金を交付するほか、在アイルランド
日本大使館の協力による松江のＰＲなどを行う。

ニューオーリンズ交流事業

松江ニューオーリンズ・フェスティバル実行委員
会への補助金交付を行う。

山陰日本アイルランド協会事業補助金

松江市民に対し、様々なアイルランド文化紹介事
業を実施し、松江市事業の補完的な役割を果た
している山陰日本アイルランド協会に対し、補助
金を交付する。

多文化共生推進事業

外国人住民支援のほか、国際交流イベントや国際
理解講座等を行う。

小泉八雲旧居保存活用事業【再掲】

・旧居公開に向けた保存活用計画策定準備
・事務・事業委託（樹木管理）

ＳＮＳ等による情報発信推進事業【再掲】

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

小泉八雲旧居管理運営【再掲】

小泉八雲旧居（国指定史跡）の管理運営を指定管
理者に委託する。

411

ソ
フ
ト

409 文化スポーツ部 ●

ソ
フ
ト

● ● ●

●
ソ
フ
ト

●

●

ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ●

ソ
フ
ト

410 文化スポーツ部

● ● ●408 観光部 ● ● ●

● ●

407 観光部 ● ●

● ● ●406 観光部 ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●

405 観光部 ● ●

● ● ●404 観光部 ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

402 観光部 ● ● ●
ソ
フ
ト

● ●

403 観光部

●401

● ●

●
ハ
ー
ド

●

事業数２９事業（うち、令和６年度新規事業１事業）

● ●文化スポーツ部 ★
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小泉八雲記念館管理運営【再掲】

小泉八雲記念館の管理運営を指定管理者に委託
する。

文化力を生かしたまちづくり推進事業【再掲】

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

スピーチコンテスト事業

松江を世界に紹介した文豪・小泉八雲の偉大な
業績をたたえ、八雲の作品を英語で暗唱するコ
ンテストを開催する。

顕彰団体育成補助金

小泉八雲の顕彰団体である八雲会が行う機関紙
「へるん」の発行事業に対し、補助金を交付する。

作品普及事業

小泉八雲の作品を対象とする感想文、詩の募集
を行うもの。

子ども塾スーパーへるんさん講座事業

八雲に学び、松江や日本の文化を五感で感じる
ことにより、子どもたちならでは視点での「松
江」の新たな魅力の発見・創出につなげる。

朗読のしらべ開催事業

松江市出身の俳優・佐野史郎氏の朗読とギタリ
スト・山本恭司氏の音楽により小泉八雲の作品の
世界観を表現するコラボプログラムを開催する。

松江の文化力次世代育成・継承事業【再掲】

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

ジオパーク推進事業【再掲】

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

わがまち自慢発掘プロジェクト事業【再掲】

公民館区毎に作成した地域の“お宝”を記載した
「まち歩きマップ」を、地域活動に活用できるよ
うに、残数が少ない地区のマップを更新・増刷す
る。また、マップを活用したまち歩きを開催す
る。

鹿島歴史民俗資料館管理運営【再掲】

鹿島歴史民俗資料館の管理・運営及び発掘調査
に伴う出土品の特別展示や佐太神社を中心とし
た由緒ある文化財のほか、佐陀神能に関する資
料、増田渉と魯迅関連資料等の保存・伝承や有効
活用を図る。

421

422

420

417

413

●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

●

● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

●文化スポーツ部 ● ● ●

●

● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部

● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ●419 文化スポーツ部 ●

418 文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部 ● ● ●

●

● ● ● ●416 文化スポーツ部 ● ● ●
ソ
フ
ト

●415 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ●414 文化スポーツ部 ●

● ● ● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●412 文化スポーツ部 ● ● ●

●
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出雲玉作資料館管理運営【再掲】

全国唯一の玉作り資料館として、「古代の玉作
り」を柱に、「近代めのう細工」、「布志名焼の歴
史」等の常設展示を行うとともに、企画展等を開
催する。

史跡小泉八雲旧居整備事業【再掲】

老朽化の進行により倒壊の恐れのある土塀につ
いて、文化財の本質的価値を保存するとともに、
史跡見学者の安全確保のため2ヵ年の計画で復
旧工事を行う。

松江歴史館管理運営【再掲】

松江の歴史及び文化に関する資料の収集、保存、
調査研究、展示とともに学習活動の場を提供す
る松江歴史館の管理運営を行う。

ふるさと教育推進事業【再掲】

地域住民の学校教育への参画や、自主的な学習
活動、社会参加活動促進等、学校と家庭、地域が
一体となった体系的な教育活動を推進すること
を目的とし、学社連携・融合による「ふるさと教
育」を市内各小中学校で実施する。

「ふるさと松江」学習推進事業【再掲】

小学校3・4年生の社会科で行うことになってい
る地域学習において活用する副読本「わたした
ちの松江」のデータ化を行い、児童がタブレット
を活用して見ることができるようにする。そこに
リンク先を添付することで学びを広げたり、音や
映像で学びを深めたりする。

総合的・体験的な学習充実事業【再掲】

「ふるさと松江」の生活・産業、自然環境や歴史文
化について、体験を通して総合的に学ぶ学習を
充実することで、「ふるさと松江」に誇りと愛着
をもつ人材を育成する。そのために、各小・中・義
務教育学校で校区や地域の特色を活かした総合
的・体験的な学習を実施する。

美保関歴史生活体験資料館運営事業【再掲】

美保関歴史生活体験資料館の管理運営を行う。

424

教育委員会 ●429 ● ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

423 文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部

427 教育委員会

●
ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

● ●
ソ
フ
ト

●

428 教育委員会 ●

426 教育委員会 ● ● ●

425 文化スポーツ部 ● ● ●

● ● ●

●

● ●

●

ソ
フ
ト

● ● ●

●

●● ● ● ● ●

●● ● ●

ソ
フ
ト
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⑤市民とともに育む文化芸術活動

嫁ヶ島活用事業【再掲】

嫁ヶ島を活用したイベント開催を補助し観光資源
として活用・魅力向上を図るとともに、常設ライ
トアップの維持管理を行う。

松江水燈路事業【再掲】

松江の光の景観形成の方針である「光のマス
タープラン」に基づき実施する「松江水燈路」を
開催することで、城下町松江の夜の賑わいを創
出し、滞在型観光客の増を図る。

松江武者行列事業

平成 15 年から堀尾吉晴公とその一行が松江城
に入城する様子を再現した市民参加型イベント
として開催。

海の学苑ふるさと創生館管理運営

美保関海の学苑ふるさと創生館（メテオプラザ）
の管理運営を指定管理者に委託する。

ＳＮＳ等による情報発信推進事業【再掲】

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

松江の文化力次世代育成・継承事業【再掲】

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

文化力を生かしたまちづくり推進事業【再掲】

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

中村元記念館活用事業

インド哲学・仏教学上大変貴重な、松江市に寄贈
された3万冊を超える蔵書を文書検索管理シス
テムに分類・入力し、活用していく。また、学術振
興を目的とし、学生の論文を対象とする「中村元
東洋思想文化賞」の表彰にあたり奨励賞（市長
賞）を授与するための負担金を支出する。

文化芸術振興事業

・合唱団体の育成、合唱技術の向上を図り、音楽
文化の振興を図るため、松江コーラルソサエティ
の活動を支援する。

国際文化観光都市・松江・森の演劇祭事業

３年に1度開催する松江・森の演劇祭について、
補助金を交付する。

市民音楽祭開催事業

松江市民音楽祭を主催する松江市音楽団体連絡
協議会へ補助金を交付する。

501

●
ソ
フ
ト

● ● ●511 文化スポーツ部 ● ● ● ●
ソ
フ
ト

510 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ●509 文化スポーツ部 ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

●

508 文化スポーツ部 ● ●

● ● ●507 文化スポーツ部 ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

505 文化スポーツ部

● ● ●504 観光部 ● ● ●

● ●

●

506 文化スポーツ部

502 観光部 ● ●

● ● ● ● ●503 観光部 ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ● ●

●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

事業数３１事業（うち、令和６年度新規事業なし）

観光部 ● ● ●
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市民美術展開催事業

市民から芸術作品を募集し、市民美術展を開催
する。

八雲林間劇場管理運営

八雲林間劇場の管理運営を指定管理者に委託す
る。

文化協会事業

文化の振興のため、市民文化祭や文化イベント支
援、文化情報誌「湖都松江」発行など各種事業を
松江市文化協会へ委託する。

中村元記念館開館10周年記念事業補助金

平成24年10月に開館した中村元記念館が、令
和4年10月に開館10周年を迎えることから、
NPO法人中村元記念館が実施する記念事業に
対し、市として支援する。

ジオパーク推進事業【再掲】

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

鹿島文化ホール・ミュージックフェスタ事業

鹿島文化ホールにおいて実施される音楽イベン
トへの補助事業。
・ピアノフェスティバルinかしま
・鹿島ジュニア音楽会

鹿島文化活動推進事業

鹿島地区における文化活動の推進や地域内交流
の推進を図るための文化祭を開催する実行委員
会への補助事業。
・鹿島町民文化祭

島根町地域コミュニティ支援事業

伝統行事、文化講演会の開催など自治会独自の
活動に対して補助を行うことで、地域の連帯感
の醸成や地域活動の活性化を図る。

文化鑑賞事業

観光や文化交流の拠点として整備されたメテオ
プラザの利用促進や交流人口の増加を目的に実
施する文化鑑賞事業を支援する。

八雲ふれあい文化祭事業

八雲町内各種文化サークル、小中学校、幼保園、
保育園等の活動や作品の展示をはじめ、発表の
場をつくることにより、町民の文化意識の向上
と交流を図る。

玉湯文化活動推進事業

住民の柔軟な発想による企画、運営の文化祭及
び文化・芸術講演会等を支援することにより、住
民の主体的なまちづくりの促進を図る。

宍道地域文化活動推進事業

文化活動や生涯学習の推進を図るため、宍道公
民館運営協議会が行う宍道町民文化祭、きまち
の里活性化協議会が行うきまち川まつり（来楽
館）に対して補助を行う。

市民部 － ● ● ● ●522

515

523

521

市民部 ● ●

文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

● ● ●

市民部 ● ●

● ● ● ●520 市民部 ● ● ●

519 市民部 ● ●

● ● ● ●518 市民部 ● ● ●

●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

517 市民部 ● ●

● ● ● ● ●516 文化スポーツ部 ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

514 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●513 文化スポーツ部 ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

512 文化スポーツ部 ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

●

●
ソ
フ
ト

● ●
ソ
フ
ト
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八束文化祭開催事業

八束地域の文化活動の発表の場である文化祭の
開催を支援する。

総合的・体験的な学習充実事業【再掲】

「ふるさと松江」の生活・産業、自然環境や歴史文
化について、体験を通して総合的に学ぶ学習を
充実することで、「ふるさと松江」に誇りと愛着
をもつ人材を育成する。そのために、各小・中・義
務教育学校で校区や地域の特色を活かした総合
的・体験的な学習を実施する。

音楽教育振興事業助成

交通費等の経費を補助することで、遠距離校を
含めた市内の小中学生が一同に会する機会を安
定して創出し、児童生徒の音楽教育振興を図る。

「松江・森の演劇祭」観劇事業

市内の小学生が八雲町で開催される「松江・森の
演劇祭」を観劇することにより、演劇の楽しさを
体感するとともに諸外国の演者を通して他国の
文化に接することができるようにする。

鹿島文化ホール管理運営

松江市鹿島文化ホールの管理運営を行う。

総合文化センター運営

松江市総合文化センター（プラバホール）の管理
運営を行う。

八雲アルバホール管理運営

八雲アルバホールの管理運営を行う。

プラバホール音楽振興事業

プラバホール休館期間中に各種音楽振興事業を
行う。（コンクール・コンサートの開催、音楽に関
する情報の発信、演奏動画配信、講座の開催な
ど）

527

524

525

530 ● ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

● ●

ソ
フ
ト

531 教育委員会 ● ●

● ● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ●

教育委員会

教育委員会 ● ● ●

教育委員会 ● ●

526 教育委員会 ● ● ● ●

● ● ●

ソ
フ
ト

529 教育委員会 ● ● ● ● ●

● ● ●

市民部 ●

528 教育委員会 ● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト
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⑥伝統文化芸術活動の拠点となる施設

中海振興多目的施設管理運営

松江市中海振興多目的施設の維持管理運営費。
船舶も利用可能な浮き桟橋のほかサイクリング
休憩所や野鳥観察の機能を備えている。

京店広場・旧日銀松江匠工房管理

松江市京店広場と旧日銀松江匠工房の管理運営
を指定管理者に委託するもの。

京店広場・旧日銀松江匠工房整備事業（継続）

カラコロ工房本館棟は築80年以上経過し老朽化
が進んでいる。耐震診断の結果や建築基準法第
１２条定期点検の結果から、早急な老朽改修工事
の必要性を指摘されている・
一方でオープンしてから２０年以上が経過し、拠
点施設として一層の魅力化を図るため、施設の
あり方を検討する。具体的には施設の利活用の
案を民間事業者から公募し、提案内容を題材に
しながら検討委員会で議論・検討を重ね、令和３
年度末に基本構想を策定する。
最終的には令和６年度中のリニューアルオープン
を目指し事業を進めていく。

来待ストーン管理運営

来待ストーンの管理運営を指定管理者に委託す
るもの。

海の学苑ふるさと創生館管理運営【再掲】

美保関海の学苑ふるさと創生館（メテオプラザ）
の管理運営を指定管理者に委託する。

小泉八雲旧居保存活用事業【再掲】

・旧居公開に向けた保存活用計画策定準備
・事務・事業委託（樹木管理）

ＳＮＳ等による情報発信推進事業【再掲】

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

文化力を生かしたまちづくり推進事業【再掲】

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

明々庵及び赤山茶道会館管理運営【再掲】

松江市茶道文化施設（明々庵（県指定文化財）・赤
山茶道会館）の管理運営を指定管理者に委託す
る。

松江の文化力次世代育成・継承事業【再掲】

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

610

事業数４９事業（うち、令和６年度新規事業なし）

●

●

●● ● ● ●

● ● ●文化スポーツ部

●

●

ソ
フ
ト

609 文化スポーツ部 ● ●

●
ソ
フ
ト

608 文化スポーツ部 ● ●

● ●607 文化スポーツ部 ●

606 文化スポーツ部

● ● ●605 観光部 ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ●

604 観光部 ● ●

● ● ● ●603 産業経済部 ● ● ●

●● ● ● ● ●

● ● ●

602 産業経済部 ● ● ●
ソ
フ
ト

601 政策部 ● ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

● ●

● ●
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小泉八雲記念館管理運営【再掲】

小泉八雲記念館の管理運営を指定管理者に委託
する。

かやぶき交流館管理運営

八雲かやぶき交流館の管理運営を指定管理者に
委託するもの。

かやぶき交流館施設改修事業

令和4年度実施の施設現状調査を踏まえ、施設
のあり方を検討する。

八雲林間劇場管理運営【再掲】

八雲林間劇場の管理運営を指定管理者に委託す
る。

八雲林間劇場施設改修事業

八雲林間劇場（しいの実シアター）について、老朽
化、故障した施設設備を、計画的に修繕する。

中村元記念館活用事業【再掲】

インド哲学・仏教学上大変貴重な、松江市に寄贈
された3万冊を超える蔵書を文書検索管理シス
テムに分類・入力し、活用していく。また、学術振
興を目的とし、学生の論文を対象とする「中村元
東洋思想文化賞」の表彰にあたり奨励賞（市長
賞）を授与するための負担金を支出する。

美保関観光ビュッフェ保存活用事業【再掲】

重要文化財に指定（令和４年２月）されたことを
受け、保存活用計画を策定する。

中村元記念館開館10周年記念事業補助金【再掲】

平成２４年10月に開館した中村元記念館が、令
和4年10月に開館10周年を迎えることから、
NPO法人中村元記念館が実施する記念事業に
対し、市として支援する。

中村元記念館空調設備等更新事業

中村元記念館の空調設備等の更新工事を実施す
るもの。

ジオパーク推進事業【再掲】

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

鹿島歴史民俗資料館管理運営【再掲】

鹿島歴史民俗資料館の管理・運営及び発掘調査
に伴う出土品の特別展示や佐太神社を中心とし
た由緒ある文化財のほか、佐陀神能に関する資
料、増田渉と魯迅関連資料等の保存・伝承や有効
活用を図る。

出雲玉作資料館管理運営【再掲】

全国唯一の玉作り資料館として、「古代の玉作
り」を柱に、「近代めのう細工」、「布志名焼の歴
史」等の常設展示を行うとともに、企画展等を開
催する。

文化スポーツ部 ● ● ● ●
ハ
ー
ド

●● ●

文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部 ● ● ●613

615

618

612

● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ハ
ー
ド

文化スポーツ部 ●

文化スポーツ部 ●619

ハ
ー
ド

617 ●

●

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●620 文化スポーツ部 ● ● ●

622 ● ● ● ●

621 文化スポーツ部 ● ●

文化スポーツ部 ●

● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●611 文化スポーツ部 ● ●
ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●614 文化スポーツ部 ● ● ●

●

●

● ● ● ● ●616 文化スポーツ部 ●
ソ
フ
ト

● ● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
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松江城・城山公園管理運営【再掲】

国宝松江城天守を含む城山公園の維持管理・運
営、活用を行う。【指定管理者制度適用】

興雲閣管理運営【再掲】

県指定文化財である興雲閣の維持管理・運営、活
用を行う。【指定管理制度適用】

松江市文書館（仮称）機能整備事業

歴史的に重要な公文書と、地域に所在する歴史
史料（古文書等）を等しく収集・整理・保存し、市
民の利用に供することを目的とし、「松江市文書
館（仮称）整備構想」に基づき、文書館の機能を整
備する。

松江歴史館管理運営【再掲】

松江の歴史及び文化に関する資料の収集、保存、
調査研究、展示とともに学習活動の場を提供す
る松江歴史館の管理運営を行う。

松江歴史館資料取得事業【再掲】

松江の歴史や文化に関わる財産を後世に引き継
ぐため、貴重な資料は購入などによって取得す
るとともに、収蔵環境を良好に保ち、資料を適切
に保管し活用する。

松江歴史館調査・研究事業【再掲】

魅力ある展覧会とするため、翌年度以降に開催
する展覧会の調査研究を行い、その成果を研究
紀要や講演会で広く伝える。

松江歴史館展示企画事業【再掲】

松江の歴史や文化を市民や観光客に知っていた
だくため、松江に深く関わりのあるテーマを題材
とした展覧会を開催する。

松江ホーランエンヤ伝承館管理運営【再掲】

水都松江市が誇るホーランエンヤを保存伝承し、
その素晴らしさを広く伝える松江ホーランエン
ヤ伝承館の管理運営を行う。

まちのＲｅ－ｐｒｏｊｅｃｔ事業

遊休不動産活用による面的な活性化を目指すエ
リアリノベーションに関する実践講座の開催や、
遊休不動産活用・実事業化の提案と実践のため
の短期集中型合宿である「リノベーションスクー
ル」の開催、 遊休不動産実態調査などを行う。

総合文化センターリニューアルオープン事業

大規模改修工事を経て、令和6年度にリニューア
ルオープンする総合文化センターが、文化芸術活
動や学びの拠点として、より多くの市民に親しま
れ、利用されるよう、1年を通して様々な記念行
事を開催し、リニューアルした施設の周知及び来
館促進を図る。

● ●632 教育委員会 ●

●

● ● ●

● ●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

631 都市整備部 ● ●

● ● ●630 文化スポーツ部 ● ●

629

628 文化スポーツ部 ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

文化スポーツ部 ● ●

● ● ●

● ● ● ●

ソ
フ
ト

627 文化スポーツ部 ● ●

● ● ● ● ●626 文化スポーツ部 ● ● ●

●

625
文化スポーツ部
総務部

● ●

● ● ● ●624 文化スポーツ部 ● ● ●

●

● ● ● ●623 文化スポーツ部 ● ● ●

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
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総合文化センター整備

施設建設後36年が経過する中、文化振興の拠点
としての役割をこれからも担うことができるよ
う、遵法・耐震・保全・改善に係る総合的な改修を
行う。

美保関歴史生活体験資料館運営事業【再掲】

美保関歴史生活体験資料館の管理運営を行う。

公民館管理

公民館の維持管理を行う。

公民館施設改修事業

公民館施設・設備の耐用年数等を踏まえ、優先度
の高いものから改修等を実施する。

公民館振興事業

市民学習発表会を松江市公民館運営協議会連合
会へ事業実施を委託し実施する。

鹿島文化ホール管理運営【再掲】

松江市鹿島文化ホールの管理運営を行う。

出雲かんべの里運営事業【再掲】

出雲かんべの里の管理運営を行う。

人と情報・文化の交流館運営

人と情報・文化の交流館の管理運営を行う。

総合文化センター運営【再掲】

松江市総合文化センター（プラバホール）の管理
運営を行う。

八雲アルバホール管理運営【再掲】

八雲アルバホールの管理運営を行う。

鹿島文化ホール整備事業

松江市鹿島文化ホールの施設修繕を行う

中央図書館運営

市民の意見を取り入れながら、ニーズに応じた
資料の収集やレファレンス、情報の発信を行う。
中央図書館を中心に、2つの地域館、移動図書館
車、配本事業の連携、また、地域、学校図書館、大
学等とのネットワークにより全市域に良質な図
書館サービスを提供する。

移動図書館運営

図書館から離れた地域へ移動図書館車（ブック
モービル）で巡回して図書の貸出等を行い、全市
域への図書館サービス充実を図る。

教育委員会 ● ● ● ●
ハ
ー
ド

643

ソ
フ
ト

● ● ●

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

● ●

●

ソ
フ
ト

644 教育委員会 ● ●

● ● ●

645

642 教育委員会 ● ●

● ● ● ● ●

● ●641 教育委員会 ● ● ●

●

ソ
フ
ト

●

● ●637 教育委員会 ● ● ●

● ● ●

● ● ●

639 教育委員会 ● ●

640 教育委員会 ● ●

638 教育委員会 ● ●

ソ
フ
ト

●

ソ
フ
ト

● ●

ハ
ー
ド

● ●

ソ
フ
ト

● ●

● ●636 教育委員会 ● ●

● ● ●634 教育委員会 ● ●

教育委員会 ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ハ
ー
ド

●

● ●

●

● ● ●

● ● ●

●

633 教育委員会 ●

635 ●●

ソ
フ
ト

教育委員会
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島根図書館運営

市全域に良質な図書館サービスを提供するた
め、地域館における図書資料の貸出、レファレン
スサービス等を行う。

東出雲図書館運営

市全域に良質な図書館サービスを提供するた
め、地域館における図書資料の貸出、レファレン
スサービス等を行う。

中央図書館再開準備事業

リニューアル後の中央図書館をより利用しや
すく居心地のよいものとする。中央図書館の再
開に際し、備品等を整備し、読書環境の向上を図
る。

東出雲図書館移転事業

東出雲複合施設に移転後の東出雲図書館をよ
り利用しやすく居心地のよいものとするため、東
出雲図書館の移転に際し、備品等を整備し、読書
環境の向上を図る。

648 ●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●

ソ
フ
ト

● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

教育委員会 ● ●

649
ソ
フ
ト

646 教育委員会

教育委員会 ● ●

647 教育委員会

● ● ●

59



事業名

事業概要
R
3

R
4

R
5

R
6

知
る

育
て
る

伝
え
る

創
造
す
る

活
用
す
る

支
え
る

No 担当部局

新
規
事
業

事業年度 六つの取組の視点 ソ
フ
ト
/
ハ
ー

ド

⑦宍道湖、堀川、中海等の松江的景観

中海振興多目的施設管理運営【再掲】

松江市中海振興多目的施設の維持管理運営費。
船舶も利用可能な浮き桟橋のほかサイクリング
休憩所や野鳥観察の機能を備えている。

新庁舎利活用推進事業

市役所新庁舎の利活用を希望する民間事業者な
どを募集し、実際にその一部を使用しながら、賑
わいの創出に向けた新庁舎の効果的かつ効率的
な運用方法を探る取組み。

雲州人参振興対策事業

雲州人参産地の再興を図るため、生産にかかる
農家負担を軽減できるよう新たな栽培体系の実
証、普及などに向けた取り組みに対して支援を
行う。

松江大根島牡丹振興対策事業

本市特産である、松江大根島牡丹の生産振興を
図るため、国内外の販路拡大に向けた取組、土
壌病害虫対策として、消毒剤の購入、新規就農者
への苗の供給に対する支援を行う。

八束花卉生産振興センター管理運営

農家の栽培・経営技術の向上、 牡丹の品種の保
存活動を行い、特産品の認知度向上を図る。 特
産品を基幹とした補完作物や新規作物の研究を
行う。

城下町・水の都魅力発信事業【再掲】

観光戦略プランを強力に推進するため、コンセ
プトである「Authentic Japan “MATSUE”
～城下町 水の都 暮らしに息づく伝統～」にある
「城下町」や「水の都」にスポットを当てた事業を
展開し、松江市の魅力を最大限に活用した観光
振興を図る。

地域花火実証事業【再掲】

地域花火の開催を支援することで、地域の賑わ
い創出や地域コミュニティ活性化にもたらす効
果等を検証し、今後の地域花火のあり方につい
て検討する。

嫁ヶ島活用事業【再掲】

嫁ヶ島を活用したイベント開催を補助し観光資源
として活用・魅力向上を図るとともに、常設ライ
トアップの維持管理を行う。

松江水郷祭補助金

松江市の最大の夏祭りである水郷祭の運営のた
め、補助金を交付する。

嫁ヶ島環境整備事業【再掲】

嫁ヶ島をより魅力ある観光資源とするため、老
朽化した現在の桟橋の改修を行う。

潜戸観光遊覧船更新事業【再掲】

(一社)加賀潜戸遊覧船が所有する船２艘の老朽
化が進行し、新しいものでも30年が経過してい
る状況にある。 遊覧船更新により観覧受入環境
を整え、ジオパークの推進に繋げるもの。

710 ●
ハ
ー
ド

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

711 観光部 ●
ハ
ー
ド

● ● ● ●

709 観光部 ● ●

観光部 ● ● ●

●708 観光部 ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ●

●
ソ
フ
ト

707 観光部

● ● ● ●706 観光部 ●

●

ソ
フ
ト

● ● ● ● ●

ソ
フ
ト

産業経済部 ● ●

● ●

705 産業経済部 ● ●

● ● ●704 産業経済部 ● ●

703

●

702 財政部

ソ
フ
ト

● ● ● ●

ソ
フ
ト

● ● ●

事業数４０事業（うち、令和６年度新規事業なし）

701 政策部 ● ●
ソ
フ
ト

●

●
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潜戸観光遊覧船運営費補助金【再掲】

島根半島東部地域の景勝地である加賀潜戸を間
近で観覧できる遊覧船の運行管理体制を整える
ことで、観光事業の振興発展を図る。

チェリーロード管理運営

市道チェリーロード線沿いの桜並木の維持管理
を行う。 桜並木の施肥、消毒、下草刈を行う。 桜
開花時期に交通誘導、ライトアップ、看板の設置
及び撤去を行う。

古浦海水浴場管理運営

恵曇漁港古浦海岸の維持管理を行うもの。

自然公園維持管理

宍道湖北山県立自然公園内施設及び大山隠岐国
立公園内施設の維持管理を行うもの。

鹿島古浦展望台整備事業

古浦西長江トンネルの古浦側出口には、古浦の
浜や恵曇漁港を一望できる展望地があり、この
地を地域資源と捉えて展望台や駐車場・案内看
板を整備することにより、人の集う環境を整え、
地域の賑わい創出につなげるもの。

ＳＮＳ等による情報発信推進事業【再掲】

多種多様な伝統文化芸術を誰もが興味を持てる
ように、文化・スポーツ関係イベントを約1分程度
のニュース動画にわかりやすくまとめ、年間を通
じてYouTubeやＳＮＳ等で発信する。

松江の文化力次世代育成・継承事業【再掲】

子どもとその保護者などに、松江の伝統文化芸
術を知る、体験するなどの機会を継続して提供
するとともに、地域の伝統行事に携わる団体を
支援することで、七つの柱の共通課題である次
世代育成や伝統文化芸術の継承を図る。

文化力を生かしたまちづくり推進事業【再掲】

「松江の文化力を生かしたまちづくり条例」に基
づき策定する計画や設置する審議会により、毎
年事業をローリングしながら、文化芸術振興事業
を推進する。

椿文化観光振興事業

松江市の市花である「椿」の開花時期（３月から）
に合わせ、松江城にて「松江椿まつり」を開催す
る。

全国椿サミット開催事業【再掲】

椿の魅力を再確認して椿による地域振興のため
に、令和6年3月に第34回全国椿サミット松江大
会を開催する。

ジオパーク推進事業【再掲】

地域の貴重な地質遺産や多様な生態系、伝統文
化を次世代に守り、伝える活動を通じて、ふるさ
との誇りや愛着を高め、人財育成を促進すると
ともに、観光や産業などの地域振興に繋げる。

わがまち自慢発掘プロジェクト事業【再掲】

公民館区毎に作成した地域の“お宝”を記載した
「まち歩きマップ」を、地域活動に活用できるよ
うに、残数が少ない地区のマップを更新・増刷す
る。また、マップを活用したまち歩きを開催す
る。

716

721 文化スポーツ部 ● ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

観光部 ● ● ●
ハ
ー
ド

●

●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●
ソ
フ
ト

● ● ● ● ●723 文化スポーツ部 ● ● ●

● ● ●

●

● ●719 文化スポーツ部 ● ●

722 文化スポーツ部 ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

●

ソ
フ
ト

●

720 文化スポーツ部

713 観光部 ● ●

718 文化スポーツ部 ●

717 文化スポーツ部

● ●

●

● ● ●

● ● ●

715 観光部 ● ● ●

● ●714 観光部 ● ● ●

● ●

ソ
フ
ト

● ● ●

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

712 観光部 ● ● ●

ハ
ー
ド

● ●

●
ソ
フ
ト

●
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伝統的建造物群保存地区検討事業【再掲】

美保関町美保関の美保神社周辺に残る歴史的な
まちなみの保存・活用を通して、生活環境や景観
の向上を図り、生活や生業、伝統行事等を後世へ
継承する。

賢明な利用推進事業

ラムサール条約の目的である「賢明な利用（ワイ
ズユース）」を行政と市民が一体となって推進す
るため、庁内の関係各課との連携や、全国のラム
サール条約登録湿地市町村と情報交換などを図
る。

宍道湖水環境改善協議会負担金

浅場造成事業等のハード事業推進のほかに、中
海・宍道湖一斉清掃や啓発活動などのソフト事業
の実施により、宍道湖の総合的な水質改善活動
に努める。

海岸漂着ごみ等処理事業

自治会等で行われるボランティア清掃により集
められた海岸漂着ごみの収集、運搬、処理を行う
ことにより地域の環境保全の推進を図る。

まちのＲｅ－ｐｒｏｊｅｃｔ事業【再掲】

遊休不動産活用による面的な活性化を目指すエ
リアリノベーションに関する実践講座の開催や、
遊休不動産活用・実事業化の提案と実践のため
の短期集中型合宿である「リノベーションスクー
ル」の開催、 遊休不動産実態調査などを行う。

伝統美観保存区域等整備事業

松江市伝統美観保存区域等修景事業費補助金交
付要綱に基づき、補助対象区域内における伝統
的様式の建築物等の新築、改築に対し補助金を
交付するもの。

屋外広告物許可事務事業

市民の安全や良好な景観を守るため、松江市屋
外広告物条例に基づいた屋外広告物の許可事務
を行う。また、違反広告物対策として是正指導及
び簡易除却を行い、屋外広告物の適正化を図
る。

景観計画促進整備事業

良好な景観形成に関する施策が特に必要と認め
られる区域を景観計画重点区域に指定する。景
観法に基づく行為届出書（又は通知書）につい
て、建築物・工作物等が景観計画に適合している
か確認を行う。必要に応じて、各種団体の代表や
専門家等で構成される松江市景観審議会を開催
し、良好な景観形成を推進する。

水辺の利活用促進事業

官民協働によるミズベリング松江協議会の運営
及び構成団体の水辺利活用促進やミズベリング
縁日など水辺でのイベントのほか利活用促進の
ための社会実験などを行う。

河川浄化事業

堀川周辺水域に繁茂する水草・藻類の除去作業
に加え、河川愛護団を中心とした市内河川の堤
防除草等河川環境保全業務を行う。なお、市内県
管理河川においては、島根県との協働により浄
化事業を実施する。

●

●
ソ
フ
ト

●

●
ソ
フ
ト

● ●

●

●

●

ソ
フ
ト

● ●

732 都市整備部 ● ●

● ●731 都市整備部 ● ● ●

●

● ●

● ● ●

730 都市整備部 ● ●

● ●729 都市整備部
 ● ● ●

●

●

● ●

●

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト

727 環境エネルギー部 ● ●

726 環境エネルギー部 ● ●

環境エネルギー部 ● ● ●

● ●

ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ●

728 都市整備部

● ● ● ●

● ●
ソ
フ
ト

● ●● ●

●725
ソ
フ
ト

●724 文化スポーツ部 ● ●

ソ
フ
ト

733 都市整備部
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堀川美化事業

堀川遊覧等で集客力のある「堀川」及び「堀川へ
の流入河川・排水路」について、美化清掃を行う
とともに周辺環境を整備するもの。

岸公園環境整備事業

岸公園の賑わいを創出するため、キッチンカー
による飲食の提供がしやすくなるよう出店エリ
アを整備する。

川から海へ大航海ｉｎ鹿島実行委員会補助金

鹿島町でそれぞれ行われてきた地域・世代間の
交流を深め、自然環境を大切にする地域行事「い
かだ下り」や「郷土学習」の事業を同時開催する
実行委員会に助成を行う。

ぼたん祭事業

実行委員会を組織し、松江市の特産であり、市
花・県花である「大根島ぼたん」をテーマとする
「松江市大根島ぼたん祭」を開催するもの。

ふるさと教育推進事業【再掲】

地域住民の学校教育への参画や、自主的な学習
活動、社会参加活動促進等、学校と家庭、地域が
一体となった体系的な教育活動を推進すること
を目的とし、学社連携・融合による「ふるさと教
育」を市内各小中学校で実施する。

「ふるさと松江」学習推進事業【再掲】

小学校3・4年生の社会科で行うことになってい
る地域学習において活用する副読本「わたした
ちの松江」のデータ化を行い、児童がタブレット
を活用して見ることができるようにする。そこに
リンク先を添付することで学びを広げたり、音や
映像で学びを深めたりする。

総合的・体験的な学習充実事業【再掲】

「ふるさと松江」の生活・産業、自然環境や歴史文
化について、体験を通して総合的に学ぶ学習を
充実することで、「ふるさと松江」に誇りと愛着
をもつ人材を育成する。そのために、各小・中・義
務教育学校で校区や地域の特色を活かした総合
的・体験的な学習を実施する。

735 ●
ハ
ー
ド

740 教育委員会 ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

● ●

738 教育委員会 ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

739 教育委員会 ● ● ● ● ● ●
ソ
フ
ト

●
ソ
フ
ト

● ● ● ●

●

737 市民部
ソ
フ
ト

734 都市整備部 ●
ハ
ー
ド

● ● ● ● ●

都市整備部 ●

●

736 市民部 ● ● ●
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